「アフリカの感染症を知る」シリーズ 第10回講演会
　　　　　　　　　　　　　　　　
アフリカ協会文化・社会委員会主催「アフリカの感染症を知る」シリーズの第10回講演会です。
前回は、NPO法人ロシナンテス理事長の川原尚行医師に「感染症とデジタル母子登録システム」についてご講演を頂きました。2006年にNPO法人ロシナンテスを設立以来、スーダン・ザンビアなどで医療支援活動に従事されているご経験を踏まえ、アフリカの妊産婦と乳幼児の保健指導の基礎資料となる「母子健康手帳」は、同時に乳幼児の保護者に対する育児書の役割も果たすことから、その活用推進のための手段としてデジタル母子登録システムの必要性などをお話頂きました。
今回お話を頂く杉下智彦教授は、外科 医師、保健システム専門家、医療人類学者として、
アフリカを中心に 20 年間に 30ヵ国 で保健システム案件の立案や技術指導に携わってこられました。また「持続可能な開発目標（SDGs）」 の策定をはじめ、日本政府及び国際機関の委員を務められるなど国際的にも活躍されました。アフリカの歴史や文化、保健システムへの造詣 が深く、各国の保健システム強化における技術指導、保健政策や戦略計画策定、プライマリヘルスケア、保健医療分野における官民連携促進、ブロックチェーンなどを利用した新技術への革新などを行ったり、またアフリカの伝統医療や妖術の研究、アフリカの社会 起業家育成、若手人材のリーダーシップ育成など、国内外で多彩な活動を展開されてまいりました。
アフリカにおける深いご経験と国際的に活躍された知識をお持ちの杉下先生のお話であり
「アフリカにおける感染症の世界観と人類の新しい脆弱性」に関して医療人類学的見地から
非常に興味深いお話となると期待しております。
概要

日時：　  2024年4月18日（木）　14時から15時30分
場所：　  オンライン（ZOOM）
テーマ：　「アフリカにおける感染症の世界観と人類の新しい脆弱性
－医療人類学的視点から」
講演者：　杉下智彦　　　　医療法人観音会　屋久島尾之間診療所　理事長/院長
東京女子医科大学グローバルヘルス部門　客員教授
司会：　　 池上清子　　　  アフリカ協会副会長、公益財団法人アジア・開発協会専務理事、
野口英世アフリカ賞選考委員
プログラム

　14時00分　　 開演
　14時00分　　 開催挨拶・講師紹介（池上清子委員長）
　14時10分　　 講演　　　　　　　（杉下智彦屋久島尾之間診療所院長）
　15時00分　　 質疑応答　　　　　（司会：池上清子委員長）
　15時30分　　 終了
講師略歴
杉下智彦：（すぎした　ともひこ）
学歴：1990年　　　東北大学医学部
　　　2001年　　　ハーバード大学公衆衛生大学院（公衆衛生修士）
　　　2002年　　　ロンドン大学大学院　（医療人類学修士）
　　　2016年　　　ケニア国グレートレイク大学大学院（地域保健博士）
経歴：1990年　　　聖路加国際病院外科
　　　1994年　　　東北大学医学部心臓血管外科
　　　1995年　　　マラウイ共和国ゾンバ中央病院外科医長（青年海外協力隊員）
　　　2006年　　　JICA本部グローバルヘルスアドバイザー
　　　2016年　　　東京女子医科大学国際環境・熱帯医学講座教授
　　　2022年　　　医療法人観音会　屋久島尾之間診療所　理事長/院長

東京女子医科大学グローバルヘルス部門　客員教授
医師、外科医、保健システム専門家、医療人類学者。アフリカを中心に30か国以上で保健システム案件の立案や技術指導に携わる。2015年に国連で策定された「持続可能な開発目標（SDGs）」の国際委員。大学教授を経て、2022年4月より屋久島尾之間診療所を承継。現在、屋久島健康圏構想プロジェクトを推進中。
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池上清子：（いけがみ　きよこ）
国連難民高等弁務官事務所、国連本部、国連人口基金、長崎大学大学院教授などを経て、現在(公財)アジア人口・開発協会専務理事。アフリカ協会副会長。
また、（公財）ジョイセフ、国際家族計画連盟ロンドン本部、（公財）プランインターナショナルジャパン（理事長）、日本赤十字社（常任理事）など多くの市民社会組織（CSOｓ）で経験を積む。一貫して、開発途上国の女性の健康推進、自立支援に携わっている。
